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’
序文

本書は、大分県教育委員会が大分駅周辺総合整備事務所の依頼を受けて実施したＪＲ久大

本線高架化事業に伴う、大分市の中世大友府内町跡第３１次発掘調査の報告書です。

大分市は、古代以来豊後国の国府が置かれ政治経済の中心地として栄えました。また、

中世には、豊後国の守護であった大友氏の本拠地となり南蛮貿易やキリスト教布教により

国際都市として発展しました。

今回調査した大友府内町跡第３１次調査区は、大分川下流域左岸にあり大分駅の東約1キ

ロメートルに位置し、国簡跡が推定される上野丘陵の北東斜面部に立地しています。中世

においては大友城下町の南端部にあたり、鎌倉時代の「一遍上人年譜略」によれば、この

付近に一遍上人が訪れた瑞光寺があったと伝えられています。

発掘調査の結果、中世の柱穴・溝状遺構等をはじめ多量の瓦や中国製青磁花瓶等を発見

し、寺院に関係すると思われる貴重な歴史資料を得ることができました。

本書が埋蔵文化財の保護、地域の先人の生活を理解する資料として、さらには学術研究

の一助として活用されれば幸いです。

終わりに、長期にわたる発掘調査に御支援、御協力をいただきました関係各位に対し、

衷心から感謝申し上げます。

平成１８年３月３１日

大分県教育庁埋蔵文化財センター所長

渋谷忠章



４現地での遺構の実測・写真撮影は大分県教育委員会文化課の職員が担当した。（当時）

一
一
一
口

ｌ本書は大分市六坊南町に所在する遺跡の発掘調査報告書である。

２発掘調査はＪＲ久大本線高架化事業に伴い、県土木建築部大分駅周辺総合整備事務所から依頼
され、大分県教育委員会が実施した。

３発掘調査は平成１５年５月２７日から平成１５年９月３０日まで行った。

例

５遺物の整理作業・実測・製図等は教育庁埋蔵文化財センターにおいて行った。

６動物遺体の分析は国立歴史民俗博物館の西本豊弘教授が行った。

７出土遺物ならびに図面・写真等は大分県教育庁埋蔵文化財センター（大分市中判田１９７７番

地）で保管している。

８本書で使用する方位はいずれも座標北である。また、国土座標は２００２年４月１日改正以前

の座標値を使用している。

９本書の編集・執筆は高橋信武が担当した。
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第１章はじめに

1．調査の経緯

（１）調査に至る経過

本書に収録した中世大友府内町跡第３１次調査区は、中世豊後の守護大名であった大友氏の行

政・経済の中心地である府内町跡の南端部に位置し、大分駅周辺総合整備事業に伴う試掘・確認

調査によって発見・確認されたものである。大分駅周辺総合整備事業は国・大分県・大分市が進

めている大分駅周辺地域の再開発事業であり、今回の調査の契機となったのは、現在地上を走っ

ているＪＲの日豊本線・豊肥本線・久大本線を高架化する「大分駅付近連続立体交差事業」のう

ち、久大本線高架化事業である。

この事業は大分駅東側で大分川下流までの地域において大部分、中世大友氏の遺跡と重なるも

のである。大分県教育員会では、県土木建築部大分駅周辺総合整備事務所の委託を受けて、１９９８

(平成１０）年より大分駅周辺総合整備事業対象地域における埋蔵文化財の有無に関する試掘・確

認調査と遺跡の発掘調査を継続し現在に至っている。これまで高架化に伴って本発掘調査を行っ

たのは、久大本線関連では大分市上野町ｌ番地所在の上野町遺跡と日豊本線関連では大分市大字

大分字顕徳寺所在の顕徳寺遺跡、中世大友府内町跡第５次・７次・８次･’０次．４０次調査がある。

（２）調査の経過

ＪＲ久大本線高架化予定地のうち、２００２（平成１４）年９月に行ったＪＲ久大本線北側地区を対

象にした試掘・確認調査によって明らかとなった範囲を、今回報告する中世大友府内町跡第３１次

調査として２００３（平成１５）年５月から１０月にかけて発掘調査した。なお、遺跡名は館跡である

大友氏遺跡と府内町跡を総合して中世大友城下町跡と呼んでいる。

（３）調査の体制

大分駅付近連続立体交差事業の発掘調査は、大分県教育委員会と大分市教育委員会とがそれぞ

れの工事事業担当が県か市かによって別個に対応して調査している。しかし、国指定史跡となっ

た大友氏館跡をはじめとして関連する重要な遺跡が正確な位置が不詳のまま散在しているため、

文化庁の指導のもと、大分県教育委員会と大分市教育委員会が共同で調査指導者会を年間二回開

催し、その指導を受けながら調査を実施してきた。

中世大友府内町跡第３１次調査は、以下の調査体制で実施した。役職名は調査当時のものである。

大分県教育委員会教育長深田秀生

文化課長今永一成

参事兼課長補佐麻生祐治

参事兼課長補佐清水宗昭

大型県事業担当主幹高橋信武

嘱託細川愛

嘱託安井由加里

嘱託生野令子

２．遺跡の立地と環境

（１）地理的環境

九州の北東部に位置する大分県は、県南部を東北から西南に横断する臼杵八代構造線によって

地質的に二分される。南部は石灰岩や砂岩・チャートその他の古い地層が構造線に平行に走る山

地帯である。九州本島最高峰の祖母山や傾山等はこの範囲にある。平野部は山地を浸食してでき

た河川流域の狭い河岸段丘かリアス式海岸部に限られる。

一方、大分市を含む北部は火山起源の地形であり、国東半島・鶴見岳・由布岳・久住連山から

阿蘇山に連なり、火山と火山灰台地、海岸段丘地形が分布する。このように大分県の南北共に山

－１－
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２．遺跡の立地と環境

,／

第１図調査区の位置（明治３４年１/5万地図）
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圃府

府内古凹

が多く、地形は分断され、比較的大きな平野は県北部のlIl豊前国である宇佐や中津に求めるしか

ない。Ｌ'１世大友城下町跡は大分川下流域の左岸沖職地にあり、別府湾に面している。瀬戸内海・

豊後水道を介して広くIRI内外との交流が可能である。しかし、現在の大分'|jは河川から流入する

土砂によって中世段階よりも海に向かって広がっていて、中世段階の大分平野はもっと狭かった。

（２）歴史的環境

大分市の市街地の南側には東IﾉIi方向に延びる上野丘陵が東側の大分川にむかって突き出ている

が、ここからは|Ⅱ石器時代の石器（約２万ｲド前)、細紋時代晩期（約3,000年前)、弥生時代後期

(約1,800年前）の竪穴住居跡、１１了墳時代（約1,600年前）の遮跡が確認されている。

丘陵の北側裾部では雌近の発掘調街によって弥生時代の遺物が発見されており（若宮八幡宮進

跡)、2,000年くらい前には丘陵寄りの低地でも生活できたらしい。約1,500年前の古墳時代の集

藩が丘陵と低地との中間に立地する上野中学校運動場で発掘されている。この時期の古岐として

は上野丘陵の東端にある大臣塚前方後円戦がある。
ほったてばしらたてものあと

古代（奈良・平安時代）の掘立柱建物跡が大友第７次調査で出_'二しており、進物も中世大友城

下町跡で散見される。１９９７年、大分芸術文化燃期大学の構内南部での発掘調査によって上野丘陵

で初めて飛鳥時代・奈良時代・平安時代の各時期の役所的遺構群が確認されて以来、古代豊後の

国府及び周辺宮衛群は上野丘陵上に想定されるようになったが、低地部の中世城下町跡地域にお

ける古代の様相・性格を判断するには現状はまだ全く資料不足である。今凹の調査でも古代の進

物が少型出土した。

本格的に低地部が日常生活の'''心になったのは巾'1tからである。中世大友城下町跡がいつ成立

したのか不詳だが、１３世紀中頃、大友氏三代[1であり最初に避後lIilの守護として赴任した頼泰の

守護所が上野丘陵周辺のどこかにつくられたらしい。簸近の発掘訓衡でも１４１１１紀初め（１３０６年)、

万寿寺が大分川左岸にできた頃から遺構が蓋場する伽向にある。

1586年、勘津氏の豊後侵攻の際に大友氏は配下のいる県北部に逃れ、大友城下町は放火され消

滅した。大友氏の盟後除国後、新たに入ってきた近11t大福により海岸線沿いに城下町の移動があ

ったため、中lM:大友城下町跡は近年に至るまで郊外の農耕地であった。

中世に描かれた大友城下町の地図は存在しない。地図の中でもっとも古く、中世の様子を描い

たものとされるのは「府内古図」であるが、江ﾉ･『初期（１６３４年）よりも遡らないとされている。

今回の調脊地は「府内･Ｉｌｉ図」では城下町南部に位慨し、御蔵場の南方にあたり、万寿寺西側道路

の西側にあり、若寓八幡社よりも東にあり、城下南部に四つ並んだ寺（北から瑞光寺・真花寺・

比丘尼寺・極楽寺）の北端の瑞光寺周辺に該当する。「府内古図」はもちろん、きわめて大雑把な

地図であり、大友館や御職場等の''１心部ほどには信頼をおけない。

以上のように豊後の1.'1心である大分のrl1心部、城下町は古代、中世、近11tと新しくなるにつれ

て、大分川の上流から下流へと位侭を移してきた。

高橘信武「大分県大分市上野遺跡群危王畑辿跡」『'1本･瀞古学協会年報50」

－３－
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２．遺跡の立地と環境

第２図調査区付近の地図（1／１０，０００図）
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5ｍｍ方眼

第２nｔ調査の成果

第２章調査の成果

１．調査の概要

（１）遺構面の重複について

中世大友城下町跡大３１次調査区では、調査区では国土座標軸による方眼に合わせて５ｍ方眼を

設定し、それぞれの小区画を西から東へｌ～１８、北から南へＡ～Ｑの番号を付し、数字とアルフ

ァベットの組合わせで、各々の区画を呼称することにした（例えば７Ｆ区など)。また、諸般の事

情で調査瞳全体を連続した発掘区とすることができず､三カ所に分断塁ざるを得なかった｡西側
からそれぞれｌ区．２区・３区と

呼ぶことにした。複数の層に分か

れて古代から中世末期に至る各時

期の遺物が出土しているが、確実

な遺構の時期は中世１４世紀初頭か

ら１６世紀後葉の鎌倉時代末から室

町末期である。

１区調査以前は住宅地であっ

たため、コンクリートで固めた穴

やＵ字溝を埋めた溝、ガラス瓶が

廃棄された直径30cm前後の土坑類

等、中世の層にまで達した撹乱が

ｌ区西半分を中心に分布してい

た。重機で行った試掘調査のトレ

ンチもｌ区に三カ所、２区に一カ

所あって、遺構を破壊していた。

調査では重機を使って耕作土層を

剥ぎ取り、後は人力で遺構検出作

業を行っていった。１区において

は、現代の撹乱直前のものはｌ区

の８Ｆ区を中心に分布した溝状遺

構数条とｌ区東部で検出した４条

の細い溝状遺構である。これらは

焼土の入った遺櫛を切っており、

遺構としてはもっとも新しいと判

断した。近世初めの可能性がある。

ｌ区西部のＡ区は青灰色の粘土層

が分布し、それ以東のような地山

が分布しない範囲である。試掘調

査の結果、これらの青灰色粘土層

がない部分を調査対象とした。Ｂ

区に東西方向に二段差があるのは

水田の拡張痕をしめすものと考え

た。

２区２区では土管をつないだ

配水施設を南北方向に検出した。

地元の人に聞いたところでは、大

正９年に久大本線が部分開通した

とき、南側の上野丘陵側から水田

用の水を線路の下を通して持って

くるために線路工事前に埋設した

r伝．
凹口Ｊ１帽
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詞|時
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第３図府内古図と街路名称の設定

（｢豊後府内１」より）
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１．調査の概要
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ものだとのことであった。

３区３区は調査区の幅が狭い割に、地山まで深く、しかも客土が厚かった。常時水が湧き出る

ので排水ポンプが欠かせなかった。

発掘調査で検出した撹乱穴から出土した遺物を区別するため、撹乱の穴にも遺櫛番号を付した。

1区

笈

‘街篭。 ●

魂

ﾝ律髄①

今

ド
レ
ソ
チ

ド
レ
ソ
チ

ろ

冨豊‘鑓
、

可
？

要
。

影。
》

葱１Ｊ
今

綴膿鑓
、

◇ ●
、

Ｇふう(ｉｐ 勺
、〆

影？

第２章調査の成果

。

や

、

S向２

第５図撹乱・トレンチ分布図

恥
ン

チ

卜2区 3区

JjJT
＞く

ぷ

ぺ
●

鵡
盛

ト
レ
ン
チ|漁

sP1'。

〈

割．

ト
レ
ン
チ

/ｂ

－７－

SDEl

｡、

動
翠 ／０

､』

⑨
【ﾐ､翌エ

、｡《j斧裟
､《、

令
酎



１．調盃の概要

屑の区分

ｒ１

Ｌ』

現地調査時点では、すべての遺構・撹乱には頭にＳを付けることにした。報告書作成段階になっ

て遺構の性格ごとに土坑（ＳＫ）・柱穴類（ＳＰ）・井戸（ＳＥ）・溝状遺構（ＳＤ）・掘立柱

建物跡（ＳＨ）とし、それぞれｌから番号をつけた。旧称との対比は巻末の遺構一覧表に記した。

本文中では、図示すべき遺物の出土しなかった柱穴等について説明を省く場合がある。

調査区が細長かったため、同一時期の遺構面だけを複数回検出する、という理想的な調査はで

きなかった。従って、西の方で古い遺構を掘り下げている時に、東の方でそれより新しい遺構を

掘っている可能性があるという状況だった。報告に当たり、遺物時期の検討結果を参考に、最上

層・上層・中層・下層に分けて説明する。上記の各時期は、最上層が現代の撹乱である。

上層は1600年前後以降、１８世紀位までで、中層は１５世紀末葉から１６世紀後葉で、京都系土師

器の時期のもの。その新段階は京都系土師器だけの時期で１６世紀中頃から後葉である。古段階は

京都系土師器と内面に段状ナデを残す在地系土師器皿が伴う１５世紀末葉から１６世紀前葉の時期。

下層は在地系土師器の内面に段状なで調整痕が残らない段階である。１２世紀中頃から１５世紀

後葉までと時間は長い。
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客土

E三運乏
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９

Ｅご可意詞冒

３：上部は水田床上で酸化。茶褐色上。
3':灰掲色土。
４：焼土と炭化物を多賦含む。茶褐色土。

4‘:炭化物少、を含む茶褐色土。

５：植物質（木等）を多爪含む灰照色粘質。

６：砂刷主体で粘質土を含む。
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２．最上屑の撹乱

白蓮池

水田床上

（２）層序

本調査区では旧表土上に客土された最近の砂利層が覆っている。用地買収後、既存の建物を撤

去し、地面を均したためである。この造成層の下位、標高6,7ｍほどに旧地表面があり、ｌ区を中

心に多数の穴が掘り込まれ、遺跡を撹乱していた。

旧表土の下位には全域に水田層が存在した。水田の水のために酸化して錆色に変色し硬化した

面が基本的に二面重なっていた。その水田床土の標高は上位のもので約６，６ｍ、下位は約6,4ｍで

ある。本調査区でそれ以下に遺跡のない地山面はｌ区東部で標高6,2ｍ、中央部で6,1ｍ、西部は

少し低く５，８ｍである。上位では黄褐色土、それが失われている場所ではその下にある砂層であっ

た。

２区もｌ区東部と同じく、地山の黄褐色土が標高６，２ｍに存在した。３区は標高6,2ｍに一枚だ

け水田床土があり、ｌ区・２区よりも明らかに低い場所に水田を作っている。

３区中央部から東では、一枚ある水田床土の下は中近世の常時水分を帯びた遺物包含層が0,7ｍ

ほどの厚さで堆穣し、その下は標高5,4ｍ前後で地山となる。言い換えれば、３区のこの部分では

他より一段低い位置に水田があり、地山も他より０，６ｍ程度低いわけである。調査区の北側にある

白蓮池の続きだったと考えられる。

２．最上層の撹乱

（１）分布状態

ｌ区の北西半分を中心に分布するＳｌ～Ｓ２８は撹乱である。Ｎｌ４区のＳ６８も新しそうな砂

利が上から下まで入っていた。ｌ区の長軸と平行に穴が並んでいるが、以前にあった住宅に関連

する撹乱である。調査区内には北東部に偏っていくつか試掘トレンチが溝状にある。３Ａ区・５

Ｃ区～６Ｃ区・７，区～８Ｆ区・９Ｇ区～lＯＧ区・ｌ４Ｌ区～１４Ｍ区の潤状のものがトレンチで

ある。

２区の西部を調査区に直交するように土管４個が繋がって出土した。大正９年の鉄道敷設直前に

埋設したものである。

３区は西部を除き中世の遺構はなく、大部分は浅い池状態であり、それがある程度埋まった段

階で五輪の塔の部材５個を含んだ石列がｌ６Ｐ区に東西方向に並んでいた。列の西部を造成したも

のらしい。石の上面標高は6,06ｍ～5,9ｍであった。

撹乱部の穴からは現代のゴミに加えて、中世の遺物が出土した（第１０図１．２)。ｌは軒丸瓦

で、外縁部に珠紋が並んでいる。２は中国銭。

３１区の上層の遣構と遺物

（１）分布

ｌ区北西端の３Ｂ区・４Ｂ区に東西方向の段差をもつ遺構の重複著しい部分はすべて中世以後

の遺構である。水田床土の高さでｌ区中央部に細い溝状遺構を並列して検出し（Ｓ３２～３７)、

１０cm程度の比高差をもってもう一段下位でほぼ同じ位置、同じ走行の溝状遺構を検出した（Ｓ５

０～５２)。これらはｌ区に二枚ある水田床土の中位から上の位置で検出した。

（２）週構と遺物

ｌ区西部では硬い地山面が下り斜面となってその上に水田耕作土のような水分を帯びた土層が

堆積する。この部分では地山の縁に沿うような形で近世の遺構を検出した（第９図)。

地山側のＳＸ５は段差６cm～８cmの浅い平坦面である。東部には三角形のコンクリート塊が重

なる。瓦質土器鉢片が１点出土している。（第９図l）ＳＸ５の性格は水田の縁辺部である可能性

を考えている。１は内面調整が刷毛目、その他なで調整した鍋である。

－１０－
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ＳＤ２はＳＸ５の北西側にあり、平行に走る最大幅80cm程度の部分である。北東部では溝状を

なし、北西部では平坦である。肥前系染付け（第１２図３）と備前捕鉢（同４）が出土している。

ＳＤ２とＳＸｌに挟まれた部分は幅70cm、深さ８cmの溝状を呈する。小喋が１点出土した。

ＳＸｌは最下段にあり、深さ５cm･肥前系染付けが出土した。

ｌ区中央部にあるＳＤ３・ＳＤ４・ＳＤ５・ＳＤ６・ＳＤ７・ＳＤ８は類似した規模で、ほぼ

等間隔に南南西～北北東に走る溝状遺構であり、同時期であろう。暗渠らしいＳＤ８からみてこ

れらは水田に伴う排水路か。これらが地山としている層は上位の水田床土中（1586年の島津侵攻

に伴う焼土粒と思われるものを混入する）であり、１６世紀末以降の可能性がある。

これらの調査後、ほぼ同じ場所に同じ走行の溝状遺檎ＳＤｌ６・ＳＤｌ７・ＳＤｌ８を検出し

た。比高差はlOcm弱であり、前者とは若干時間差があるが、きわめて近接した時期に作られたと

考えられる。

ＳＤ３（第９図）

９Ｇ区にある幅44cm、深さ４０cmの溝状遺構で内部の中位以下に円喋がぎっしり詰まっている。

暗渠であろう。床面標高は５，８ｍで南北とも同じ高さであった。

出土遺物（第１３図１～４）３は中国製青磁碗で淡緑色の紬がかかる。

ＳＤ４（第８図）

８Ｇ区にある幅cm、深さcmの溝状遺構である撹乱のＳＰｌ２に切られる。トレンチの北側にあ

る細いＳＤ６は分岐したものか。

ＳＤ７（第８図）

８Ｆ区にある溝状遺構で、撹乱（試掘トレンチ）を挟んで北側にも続いている。北部はＳＤ７

として遺物を採り上げたが同一の遺栂であろう。

出土遺物（第１４図ｌ）９世紀の越州窯青磁碗の底部である。底部外面は蛇の目高台になっ

ている。内外面とも全面に淡い緑黄色紬がかかる。底径7,2ｃｍ。

ＳＤ８（第１０図）

四条のうち、東から二番目の潤状遺櫛である。検出標高は約6,2ｍである。ＳＤ８からは第１４

図に示す様な中世の遺物が出土したが、下層の遺物が混入したものであろう。

出土遺物（第１４図２～４）２は瓦質土器で口縁部が強く折れた鍋である。３は瓦質土器で器

面はなで調整。４は中国製褐紬陶器饗である。両面とも施紬している。

ＳＤ１６（第１５図）

Ｆ７区にあり、北北東に走る澗状遺梢である。

出土遺物（第１６図２．３）

２は中国製白磁碗で口縁部は玉縁、全

面に施紬している。１２世紀代に比定す

る。２は外面に帯状の沈線４条が廻る。

青磁香炉である。
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ＳＤ１７（第１５図）

Ｆ７区にある。東側には同じ走向でＳ

Ｄ１６、西側にも細い満が走る。これら

は直前に掘り上げたＳＤ３・ＳＤ４・Ｓ

Ｄ７・ＳＤ８と同一方向である。検出面

が水田床土の少し下であり、水田に伴う

水路と考えられる。
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３．１区上屑の遺櫛と遺物
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出土遺物（第１６図

１～３.第１７図１．

２）

ｌは背花碗。２はI‘I磁

碗。３は青磁否炉であ

る。４は段状なで調整

痕の残る任地系土師器

皿。５．６は京都系上

師器皿で、外伽上部を

横なで洲整している。

第１７脚ｌは元祐迦‘i：

(北宋：初鋳年１０８６年）

である。２は煙管の雁

首である。筒部とⅢ部

は別材で、接合してい

る。筒から皿までの間

が長く、緩やかに湾曲

しており、江ノ『初期の

ものである。
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第１９図ＳＤ１２･ＳＤ１３･ＳＤ１４･ＳＤ１５遺構実測図（S＝1/３０）
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第２章調査の成果

４．１区中層（新）の遺構と遺物

（１）分布状態撹乱を除去して最初に検出した遺構である。

ＳＰ２０（第９０図）Ｃ５区にあり、周辺に京都系土師器が散布するので、この時期か。検出

標高は６．０７ｍ･平面は58cm×４９cmで小さい穴が二つある。埋土は灰色粘質土で、マンガンを多

く含む。ＳＰ２０の検出面と同じ高さで外側に溝状遺構ＳＤｌｌを検出した。出土遺物はない。

ＳＤ１２～ＳＤ１５（第１９図）

１２１区にある東西方向に走る４条の溝状遺樹である。それぞれの規模はＳＤｌ２が幅40cm、深

さ８cm、ＳＤｌ３が幅30cm～40cm、ＳＤｌ４が幅20cm～25cm、ＳＤｌ５が幅28cm～35cmである。

あり方から見てほとんど同時期か連続的に使われた満であろう。検出標高は６，２５ｍ前後である。

ＳＤ３．４．７．８の延長部と南側の調査区外で直交して接続するような関係にあり、近世初め

頃の可能性があるが北側土層を比較した場合、二枚ある水田床土の下位よりも下に位置すること、

出土遺物は少ないが新しいものが見られないことから別の時期のものと考える。

ＳＤｌ５からすずり（第２０図ｌ）が出土しただけで、時期を示す遺物は見られなかったが、検

出順序から１６世紀後葉位と推定する。

出土遺物（第２０図ｌ）黒褐色の石製の砥

石である。水を溜める海の方が欠失している。
rﾛ、

現存長は１３，３ｃｍ、幅も不明で７，１ｃｍ以上、

厚さは陸部分で2,4ｃｍである。

ＳＫ１１（第２１図）

ＳＤ９の北部を切って掘り込まれた浅い土

坑である。ＳＤ９を切ることを確認した段階一

で把握した。検出標高は南部で５，９３ｍ、北

部で５，９５ｍである。埋土は黒色土で、規模

は長さ４，３ｍ、幅２，５ｍ、深さｌＯｃｌｎｏＳＫｌ

ｌは出土遺物からみて１６世紀後葉に属す。

出土遺物（第２２図１～４）

ｌ～３は手握ねによる京都系土師器皿（塩

地編年３期）で、三点共同寸大である。分布

図に示すように同時に捨てられた状況で出土

した。２は一カ所口縁部内面に煤が付着し、

９，０ｃｍ。６は土錘。

：夢二－一一一一・１
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第20図ＳＤ１５出土遺物実測図

灯明皿として使われたことが分かる。３は口径

ＳＤ１９－ｌ日番号Ｓ５５－（第２４図）

ＳＤ１９は掘り下げ当初は焼土混じりの溝状遺構と認識して進めたが、焼土除去後も溝の壁が

現れなかった。最終的な掘下げの結果、遺構上面の幅は当初よりも東側に拡大し、下底では滴が

二条に分かれてしまったので、下部で検出した東南部の溝上部をＳＤ２３（旧番号Ｓ９４）とし

た。

以上の調査経過でもＳＤ１９の方が新しいとわかるが、土層の検討結果も、ＳＤ２３の方が古

いことを示す。第２３図の西側届序にある第４層が焼土混じりの部分で、当初これを溝状遺構と

して調査した。ＳＤｌ９は上部の焼土混じりの部分とその下層とは遺物面で時間差が相当認めら

れるので、上下は別個の遺構とすべきだった。

ＳＤｌ９（Ｓ５５）とＳＤ２３（Ｓ９４）の遺物は両者を区別して採り上げる事ができず、た

だ、ＳＤｌ９の遺物出土状態図に示すもの（漆器椀の全てとその他若干)、焼土混じりの層が無く

なった後から出土したもの（採上げ時にＳ５５Ｌとした一第２５図９．２７．２８．３０、第２

８図６)、最終的に東部下部の溝状遺構から出土した（採上げ時にＳ９４とした）ものと区別した。

以下一部の報告内容には遺構を混同している可能性がある。ＳＤｌ９は出土遺物、遺構の重複

－１９－



悪１

関係から１６世紀後葉と思われる。

第２４図に示すＳＤｌ９遺物出土

状態は、上部の焼土混じりの層中の

状況である。焼けた木材・壁土・操

とともに漆器椀や下駄・京都系土師

器・陶磁器類が出土した。火事場の

後片付けの廃棄場所として、当時埋

まりきらなかった状態のこの溝状遺

櫛が利用されたらしい。

匡Ｚ７

出土遺物（第２５図１～３２．第２

６図１～２６．第２７図１～５．第

２８図１～１１.第２９図１～７．

第３０図１～８）

第２５図１～３０は土師器皿及び

小皿である。１～２４は京都系土師

器である。４は口径１０，２cm。５は

外面上部から内面を横なで調整し、

口径9,6cm。６は口径10,4cm。９は

上部の焼土層より下で出土し、下層

として採り上げた。口径１１，６cm・

１０は外面下l/3以外を横なで調整

している。口径１２，０cm・’３は口

径１２，３cm･’４は外面を一様にな

でており、口縁部と体部を区別しな

い。口径12,4cm・’５は口径１２，４

cm･’６は口径１２，８cm･’８は５

と同様で口径１３，０cm。２０も５等

と同様で口径１３，８cm。２１は口径

１５，０cm。２２は切り離した粘土板

の接合痕が残り、口径１５，４cm。２

３は口径１６，２cm。２４は口径１６，５

cm。２５～３０は在地系土師器であ

る。そのうち２７．２８．３０は焼

土混じりの上層ではなく、その下か

ら出土しており、明らかに上層の焼

土混じりの層と下層の遺構との間に

は時間的隔たりがある。２５．２６

は糸切り底で内面に段状のなで調整

痕を残す１６世紀初頭前後のもの。

２５は口径１１，９cm。２７は淡黄褐

色で長く薄い体部が外湾する。口径

１１，０cm。２８は底部が厚く、体部

つ
○
つ
ヨ

〔Ｊ１
Ｅ．
○

ヨ

第２１図

０ 1ｍ
トーー,０１Q･･h－←.．+､----.-1

ＳＫ１１出土遺構実測図（S＝1/30）
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４．１区中層（新）の遺榊と遺物

２：旧我土。水田間。

３:上部は水Ⅲ床土で酸化｡茶褐色土。－‐－５.ＯＯｃｎは糸切り底で内面に段状のなで調整
3.:灰褐色士。

痕を残す１６世紀初頭前後のもの。
４：焼土と炭化物を多賦含む茶褐色土。

4.:炭化物少凪を含む茶褐色土。 ２５は口径１１，９cm。２７は淡黄褐
５：植物質(木等)を多価含む灰肌色粘質上。

６:砂１W主体で粘質土を含む。S55南壁Ｓ=1/３０色で長く薄い体部が外湾する。口径

第23図ＳＤ１９･ＳＤ２３付近南壁実測図１１，０cm。２８は底部が厚く、体部

は外湾する。

口径7,2cm。２９は板状圧痕があり、体部は内湾する。口径8,0cm。３０は底面に板状圧痕がある。

口径13,2cm･完全な形のl/5程度の破片であり、古い遺物の混入であろう。３１は瓦質土器火鉢

で、外面には帯状に器表面の残りの良い部分がある。竹製のたがか何かを巻いていたのだろう。

最大径32,6ｃｍ。３２は瓦質土器の鉢である。

第２６図ｌは中国景徳鎮窯系青花皿である。外面に唐草紋を描く。小野分類のＢ１群、１６世紀

代の製品である。２は青花碗である。３～９は青磁。３は口径１１，８cm、外面に沈線で蓮弁紋を描

’

一↓

第22図ＳＫ１１出土遺物実測図(S=1/3）
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４．１Ｋ中脳（新）の辿柵と世物
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４．１区中層（新）の遺槻と遺物

、

く小野分類の青磁蓮弁紋碗Ｃ群で、１６世紀前半。４は中国龍泉窯系青磁碗。灰青色の紬がかか

る。５は皿。６は口径13,2cmの皿。８の外面は無紋で、内面に片肉彫りによる紋様をもつ１２世

紀中頃から後半の龍泉窯系青磁碗。９は青磁稜花皿。１０は中国製の白磁皿で端反り口縁部で、

１６世紀。１１．１２は口縁部上端外面が玉縁状をなす１１世紀後半から１２世紀後半の白磁碗

である。１４は中国製白磁で菊花紋をもつ。１５～２２は外面無紋で、内面には型押しによる浮

き出た紋様をもつ１３世紀中頃から１４世紀初頭前後の白磁碗である。薄手の作りで、口縁部は

2,5ｍ、体部下部で３～４ｍである。２３～２６は褐紬陶器の壷で、１６世紀中国南部製である。

第２７図ｌ～４は備前焼で、１．２．３は播鉢、４は玉縁口縁の大喪である。玉縁の形状、頚

部が垂直に立つ点から１３世紀中頃（伊藤晃他2004）に比定できる。５は朝鮮陶器の舟徳利底部

である。第２８図１～６は瓦質土器で、１は火鉢で、二条の沈線が巡らされた下位に菊花紋の刻

印が並ぶ。２は土鍋。３～５は風炉である。表面は磨かれて光沢がある。７は平瓦、８．９は壁

土である。片面に壁の表の面が残り、藁・竹の圧痕がある。１０．１１は土錘である。

第２９図１～７は木製品である。ｌは漆器椀で高台部が厚く、内外面とも黒漆地で外面と外底

面には赤色の紋様があるが、剥離が著しく紋様は不詳。２は漆器皿で、内外面は黒である。口縁

部最大径は15,0cm、器高4,0cm、高台の最大径は7,7cm。３は折敷か。４～７は下駄である。４は

鍾部分が欠けており、全長は不明である。現状で長さ１４，０cm、幅8,7cm、高さ3,5cmである。差し

込み式の足を二つ必要とする型である。先端部は丸みを帯び、山状に盛り上がる。先端側の斜面

に鼻緒を通す一孔があく。前方の足の差し込み部はほぼ残る（幅1,5cm差込みの深さ2,4cm）が、

後方の差し込み部は片面（前方側の面）しか残ってない。足と足との中間にも彫り込み加工を施

しており、この部分で前方から来た鼻緒紐を結ぶようにしている。５～７は差込み用の足部であ

る。下底は真っ直ぐで、設置部は丸みを帯びる。５の場合、厚さ１，４cm、高さ9,5cm、幅9,6cm。

６は厚さ1,2cm、高さ9,3cm、幅8,6cm。７は厚さ1,3cm、高さ9,4cm、幅8,0（＋α）ｃｍｏ足部は

すり減っているが、現状の高さ9,5cmのものを差し込むとすると、下駄本来の高さは10,5cmであ

る。
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第２７図ＳＤ１９出土備前焼他実測図（S＝1/30）
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第２８図ＳＤ１９出土遺物実測図（S＝1/３瓦Ｓ＝1/6）
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４．１１X中屑（新）の辿櫛と辿物
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第２９図ＳＤ１９出土木製品（漆器椀･折敷･下駄）実測図（S＝1/3）
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